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本
発
表
は
日
本
民
族
学
協
ム
鴛
弟
…
瓢
次
東
南
ア
ジ

ア
稲
作
畏
族
文
化
調
査
団
の
一
員
と
し
て
、
一
九

六
三
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
中
部
ネ
パ
ー
ル
ー
7
縣

滞
在
、
村
落
調
査
を
行
な
っ
た
際
に
撮
映
し
た
ス

ラ
イ
ド
を
も
と
に
、
標
題
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
予

察
的
な
報
告
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
調

査
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
村
は
、
警
部
ネ
パ
ー
ル

の
中
心
町
ポ
カ
ラ
か
ら
約
四
日
行
程
の
場
所
に
あ

る
シ
カ
村
と
そ
の
隣
村
の
ガ
ラ
と
よ
ぶ
村
で
前
者

は
高
度
九
二
、
○
○
○
米
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
の

マ
ガ
…
ル
族
の
＾
任
む
畑
作
日
村
。
後
者
は
高
度
約
一
、

七
〇
〇
米
、
イ
ン
ド
系
の
農
民
チ
ェ
ッ
ト
リ
…
の

す
む
水
田
村
で
そ
の
比
較
研
究
を
州
喜
田
二
郎
氏

と
と
も
に
行
な
っ
た
。

　
一
般
に
中
部
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
一
、
八

O
O
～
九
〇
〇
米
の
あ
た
り
に
あ
る
米
作
上
限
を

境
に
、
そ
れ
以
下
の
低
い
河
谷
に
は
、
イ
ン
ド
系

の
水
田
農
民
（
バ
ゥ
ン
・
チ
ェ
ツ
ト
リ
：
）
が
多
く

分
布
し
、
そ
れ
以
上
の
山
地
素
面
に
は
マ
ガ
ー

ル
・
グ
ル
ン
・
タ
マ
ン
な
ど
の
サ
ブ
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ

の
原
倥
民
が
居
住
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ヒ
マ
ー

ラ
や
原
住
民
の
集
落
は
、
山
地
斜
面
或
は
丘
陵
上

に
集
村
形
態
を
と
っ
て
立
地
す
る
こ
と
が
特
微
的

で
、
集
落
近
傍
に
は
自
然
湧
水
を
利
用
し
た
泉
場

が
石
で
築
か
れ
て
い
る
。
民
家
は
石
壁
・
ス
レ
ー

ト
葺
・
二
階
建
（
｝
階
は
物
置
・
畜
舎
）
の
も
の
が

多
く
、
長
方
形
或
は
階
円
形
の
プ
ラ
ン
を
有
し
て

い
る
。
集
落
規
模
は
五
〇
～
二
〇
〇
…
四
程
度
の
も

の
が
多
い
が
、
し
ば
し
ば
村
が
近
接
し
た
二
集
村

か
ら
成
る
双
子
村
が
み
と
め
ら
れ
る
。

　
水
田
上
隈
よ
り
高
位
に
位
置
す
る
畑
作
村
で
は
、

夏
の
主
作
物
と
し
て
シ
コ
ク
ビ
エ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
冬
の
主
作
物
と
し
て
オ
ウ
ム
ギ
・
コ
ム
ギ
を

栽
培
す
る
が
、
同
時
に
牛
・
水
牛
・
羊
・
山
羊
な

ど
の
家
畜
の
飼
育
も
盛
ん
で
、
こ
れ
ら
の
家
畜
の

刈
跡
放
牧
の
慣
行
と
絡
み
合
い
、
畑
作
経
営
は
複

雑
な
輪
作
形
態
を
と
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
。
調
査

村
シ
カ
村
で
は
、
全
耕
地
を
三
つ
の
耕
区
に
分
け

輸
幽
す
る
一
極
の
三
圃
農
法
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

水
田
は
、
一
般
に
一
毛
作
で
あ
る
が
、
集
落
に
近

接
す
る
部
分
で
は
、
集
約
度
が
高
ま
り
裏
作
（
愛

類
）
を
行
な
う
事
例
が
多
い
。
ま
た
畑
作
村
と
較

べ
れ
ば
、
水
田
村
で
は
、
土
地
噺
有
の
階
層
分
化

が
著
し
く
、
か
な
り
の
大
土
地
所
有
春
が
出
現
し

て
く
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
次
に
宗
教
の
面
で
は
、
一
般
に
中
部
ネ
パ
ー
ル

の
山
地
民
の
問
に
ヒ
ン
ヅ
ー
の
信
仰
は
か
な
り
優

透
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
程
度
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
調
査
期
難
中
ち
．
砥
う
ど
ヒ
ン
ズ
ー
最
大

の
祭
、
　
「
ド
ル
ガ
プ
ジ
ャ
偏
］
）
巳
σ
Q
ρ
℃
β
婁
に
遭

遇
し
た
が
イ
ン
ド
系
饗
民
の
ガ
ラ
村
と
｝
、
ガ
ー
ル

族
の
シ
カ
村
を
較
べ
た
場
合
、
そ
の
儀
礼
の
様
式

に
大
き
な
差
異
が
み
と
め
ら
れ
た
。
今
、
そ
の
詳

細
を
報
告
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
が
、
要
す
る
に

ガ
ラ
村
で
は
十
日
間
の
祭
の
期
難
中
、
村
の
廟
の

前
と
各
家
々
で
多
数
の
羊
・
山
羊
・
ニ
ワ
ト
リ
・

鳩
を
供
犠
し
、
複
雑
な
伝
統
的
儀
礼
（
そ
の
中
に

は
オ
ウ
ム
ギ
の
モ
ヤ
シ
を
つ
く
る
予
祝
酌
な
儀
粍
も
あ

り
、
全
体
と
し
て
農
耕
儀
礼
的
な
色
彩
の
強
い
こ
と
が

注
意
さ
れ
る
）
を
執
行
し
て
い
た
が
、
シ
カ
村
で
は

供
犠
も
行
な
わ
ず
、
儀
礼
の
大
半
を
省
略
し
、
祭
礼

中
に
行
な
わ
れ
た
ダ
ン
ス
も
民
族
的
な
仮
装
ダ
ン

ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
て
も
、
マ

ガ
ー
ル
文
化
の
ヒ
ン
ズ
ー
化
は
未
だ
表
暦
に
留
り
、
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報

深
層
に
は
及
ん
で
い
な
い
と
い
い
う
る
。
む
し
ろ

マ
ガ
…
ル
族
を
は
じ
め
と
す
る
中
入
ネ
パ
ー
ル
の

原
住
民
の
基
礎
的
な
信
獅
は
、
《
ブ
ー
メ
》
と
よ
ば

れ
る
一
種
の
精
霊
信
仰
の
よ
う
で
あ
る
。
中
部
ネ

パ
ー
ル
由
地
に
は
、
各
所
に
ブ
ー
メ
を
ま
つ
る
石

の
小
祠
が
あ
り
、
村
や
個
人
の
幸
福
・
作
物
の
豊

穣
・
病
気
の
治
癒
な
ど
は
す
べ
て
ブ
ー
メ
に
加
護

を
依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
今

圓
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
各
種
の
ブ
ー
メ
儀
礼
を

観
察
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
が
石
の

儒
仰
・
糸
杉
の
信
仰
な
ど
と
結
び
つ
く
と
と
も
に

ジ
ャ
ン
ク
リ
と
よ
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
と
も
結
合

し
て
い
る
点
な
ど
が
注
昌
さ
れ
る
。
ま
た
中
部
イ

ン
ド
の
ボ
ン
ガ
、
タ
イ
の
ピ
ー
、
さ
ら
に
は
臼
本

の
山
神
の
信
仰
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る

一
連
の
精
霊
信
碑
と
比
較
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
問
題
を
更
に
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

　
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
歴
史
を
た
ど
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
康
視
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
　
リ
　
　
ス

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
は
「
高
き
都
市
圏
家
」
と
そ
の

名
の
示
す
如
く
丘
の
城
塁
、
ポ
リ
ス
の
守
護
神
安

置
ま
し
ま
す
神
殿
を
も
つ
丘
、
ポ
リ
ス
の
象
徴
で

あ
る
。
ア
テ
…
ナ
イ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
は
、
古
く

は
た
だ
ポ
リ
ス
と
呼
ば
れ
た
。

　
い
ま
そ
の
ア
テ
ー
ナ
イ
の
ア
ク
ロ
ポ
ジ
ス
に
遺

，
跡
を
訪
ね
、
伝
説
に
耳
を
傾
け
、
今
日
の
考
古
学

の
成
果
を
た
よ
り
1
7
～
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
歴
史
を

側
顧
し
た
い
。

　
少
し
赤
味
を
帯
び
た
灰
色
の
石
灰
岩
の
膚
も
あ

ら
わ
な
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
（
海
抜
嶺
①
欝
）
に
は
、

ペ
ン
テ
リ
コ
ン
の
純
白
の
大
理
石
で
造
ら
れ
た
、

壮
大
に
し
て
優
美
な
ゼ
ウ
ス
の
娘
、
処
女
神
ア
テ

ー
ナ
・
パ
ル
テ
ノ
ス
の
神
殿
（
謡
6
x
。
。
陶
管
薄
。
。

×
H
メ
峯
尊
顔
）
が
立
つ
。
そ
の
他
、
有
名
な
婦

人
豫
柱
の
圃
廊
を
も
つ
エ
レ
ク
テ
ィ
オ
ン
、
小
さ

く
美
し
い
イ
オ
ニ
ア
式
の
翼
な
き
勝
利
の
女
神

（
Z
節
。
》
ロ
8
畦
。
ω
）
ア
テ
…
ナ
・
二
ー
ケ
ー
の
神

殿
（
㎝
9
①
恥
×
◎
o
．
b
o
の
Q
◎
ご
p
）
、
後
二
世
紀
の
「
ギ
リ
シ
ア

案
内
記
」
の
著
者
パ
ウ
サ
ー
ニ
ァ
；
ス
が
そ
の
姿

と
大
い
さ
に
卓
越
し
た
る
も
の
と
称
え
る
プ
ロ
ピ

ュ
ラ
イ
ア
の
大
理
石
の
柱
々
。
こ
れ
ら
は
砦
古
典

期
の
も
の
で
、
そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
今
日

の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
古
い
も
の
に
は
、
ミ
ュ

ケ
ー
ナ
イ
時
代
（
一
国
O
～
目
8
切
・
O
・
）
の
大
き
な

石
灰
岩
（
蒔
～
①
ヨ
）
を
積
み
重
ね
て
造
ら
れ
た
城

壁
（
高
さ
お
ヨ
）
の
一
部
、
城
山
の
泉
ク
レ
プ
シ

ュ
ド
ラ
、
礎
石
の
み
発
掘
さ
れ
て
残
る
古
神
殿
の

跡
な
ど
。
ま
た
、
ア
テ
ー
ナ
・
ヒ
ュ
ギ
エ
イ
ア
神

域
、
ア
ル
テ
ミ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ロ
ニ
ァ
神
域
、
女
司

祭
の
住
居
跡
。
ロ
ー
マ
神
殿
の
円
形
の
礎
石
、
入

口
に
從
艸
え
る
ア
グ
リ
ッ
パ
記
念
塔
（
Q
。
．
。
。
X
ω
●
。
。
一
睡

高
さ
。
。
●
綾
ヨ
）
、
後
闘
世
紀
頃
の
所
謂
ブ
ユ
…
レ

門
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
北
崖
の
数
個
の
洞
窟
、
ア
ポ

ル
μ
i
ン
神
域
、
バ
ー
ン
神
域
な
ど
な
ど
。

　
こ
れ
ら
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
建
設
さ
れ
、

そ
れ
は
ア
テ
ー
ナ
イ
の
都
市
国
家
の
発
展
、
あ
る

い
は
没
落
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
。
そ

し
て
今
日
の
姿
に
ど
の
よ
う
に
し
て
復
元
さ
れ
た

の
か
、
今
日
ま
で
の
考
古
学
研
究
に
基
き
、
そ
の

歴
史
を
回
顧
す
る
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
は
数
々
の

楽
し
い
伝
説
が
あ
る
。
個
々
の
下
期
が
統
合
さ
れ

る
以
前
か
ら
既
に
最
も
神
聖
で
あ
っ
た
と
い
う
、

エ
レ
ク
テ
イ
オ
ン
の
東
の
内
室
に
あ
っ
た
ア
テ
ー

ナ
像
、
こ
れ
は
天
か
ら
落
ち
て
来
た
も
の
と
い
う
。

ア
テ
ー
ナ
イ
の
土
地
を
め
ぐ
っ
て
ア
テ
…
ナ
と
ポ

セ
イ
ド
…
ン
が
争
っ
た
。
そ
れ
を
示
す
も
の
が
、
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エ
レ
ク
テ
ィ
オ
ン
ゆ
謄
に
あ
る
墾
な
る
オ
リ
…
ヴ

樹
と
そ
の
建
物
の
北
圓
鷹
の
床
下
の
岩
に
灘
ま
れ

た
三
尖
戟
の
跡
。
ア
テ
ー
ナ
・
ニ
ー
ケ
ー
神
殿
φ

処
に
立
つ
と
彼
方
に
海
が
晃
え
る
。
こ
こ
の
巌
か

・
一
7
テ
！
セ
ウ
ス
の
父
ア
イ
デ
ウ
ス
は
身
を
投
じ
て

死
ん
だ
．
と
い
う
の
は
、
子
供
た
ち
を
ク
レ
ー
テ

ー
に
運
ん
だ
船
は
黒
い
帆
を
張
っ
て
出
発
し
た
。

も
し
テ
ー
セ
ウ
ス
が
ミ
ノ
タ
ウ
騨
ス
の
も
と
へ
行

き
、
こ
の
雄
牛
の
勝
利
者
と
し
て
帰
國
す
る
と
き

に
は
白
い
帆
を
あ
げ
る
と
父
に
約
束
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
テ
ー
セ
ウ
ス
は
そ
の
約
束
を
忘
れ
、
黒
い

帆
の
ま
ま
で
帰
っ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
鑑

の
下
に
ア
イ
ゲ
ウ
メ
の
廟
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ゼ

ウ
ス
・
ポ
ジ
エ
ウ
ス
の
犠
牲
の
風
習
［
、
ア
ル
レ
フ

ォ
μ
イ
の
話
、
パ
ー
ソ
神
域
に
ま
つ
わ
る
物
語
等

々
。

　
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
は
、
フ
ェ
イ
デ
ィ
ア
ー
ス
テ

ー
ナ
・
プ
ロ
蝉
、
コ
ス
の
九
米
余
の
大
尭
H
竹
群
が
あ

っ
た
。
ス
…
ニ
オ
ン
沖
か
ら
船
が
ア
テ
…
ナ
ィ
に

近
づ
く
と
、
そ
の
槍
の
穂
先
と
か
ぶ
と
の
冠
毛
と

が
見
え
た
と
い
う
。
こ
の
像
を
は
じ
め
今
は
な
き

多
数
．
の
蝕
が
、
プ
ロ
ピ
訊
ラ
イ
ア
よ
リ
パ
ル
テ
ノ

ン
に
至
る
祝
祭
行
列
の
道
の
両
側
に
、
ま
た
夫
々

の
神
域
及
び
そ
の
周
辺
に
立
ち
壷
ん
で
い
た
と
パ

ウ
サ
ー
ニ
ァ
ー
ス
は
記
述
し
て
い
る
。

　
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
趨
瀟
に
導
か
れ
な
が
ら
、
ア

ク
β
ポ
リ
ス
北
麓
に
通
ず
る
東
か
ら
西
へ
の
道
を
、

城
出
唯
一
の
入
ロ
ヅ
ロ
ピ
ご
ブ
イ
ァ
へ
と
向
う
。

右
に
ア
．
コ
ラ
の
跡
、
右
前
方
に
ア
レ
イ
オ
ス
・
パ

ゴ
ス
の
丘
、
左
の
城
山
耳
管
に
は
洞
籏
ア
ポ
ル
ロ

「
…
ン
、
バ
…
ン
の
神
域
。
城
山
に
入
る
と
、
か
っ

て
パ
ウ
サ
…
ニ
ァ
ー
ス
の
歩
い
た
道
順
に
几
そ
従

い
な
が
ら
、
遺
跡
に
よ
り
伝
説
を
思
い
起
し
、
考

古
学
研
究
に
よ
り
鷹
史
を
圃
顧
し
、
紀
行
の
思
禺

と
北
ハ
に
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
遊
ぶ
。
　
（
永
井
）

「
日
中
の
畿
内
制
度
」
の
補
正

　
　
　
　
　
　
　
曾
我
部
静
雄

’
私
は
太
市
鱒
第
閥
十
七
巻
の
第
三
号
に
「
難
中
の

畿
内
儲
度
」
と
題
す
る
拙
稿
を
発
表
し
て
、
申
演

に
於
け
る
畿
内
制
度
の
成
立
、
及
び
そ
れ
が
我
が

圏
に
及
ん
で
来
た
状
況
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
に
、
西
魏
・
詑
周
の
と
こ
ろ
で
は
、
　
「
こ

こ
で
は
畿
内
の
制
度
は
採
ら
な
か
っ
た
」
と
説
明

し
て
澱
い
た
。
然
る
と
こ
る
、
西
魏
・
北
周
に
於
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7

い
て
も
、
矢
張
り
畿
内
制
度
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
　
（

周
礼
に
定
め
ら
れ
て
い
る
方
千
里
の
も
の
で
あ
っ
　
蜘

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
、
近
頃
気
づ
い

た
か
ら
、
こ
こ
に
そ
れ
を
補
正
と
し
て
掲
げ
る
次

第
で
あ
る
。

　
西
魏
・
北
周
の
畿
内
の
こ
と
は
、
略
…
書
巻
二
十
．

五
の
刑
法
志
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
刑
法
志
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
北
周
の
武
帯
の
保
定
三
年
（
五
六

ご一

j
に
制
定
さ
れ
た
北
周
の
大
律
に
は
、
流
刑
五

種
の
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
そ
れ
は

　
日
、
流
刑
五
、
流
昌
衛
服
一
党
　
皇
畿
｝
二
千
五
百

　
畢
㎝
者
、
　
鞭
一
一
臼
・
飲
口
六
十
、
　
款
伽
昌
要
服
一
公
二
漁
黒

　
畿
一
三
千
璽
者
、
鞭
一
．
焉
・
答
七
十
、
流
篇
玉
壷
｝

　
去
二
皇
畿
…
一
二
千
五
薫
葉
者
、
鞭
一
山
・
答
八
十
、

　
流
禺
鎮
服
㎜
去
漏
皇
畿
一
四
千
里
者
、
鞭
一
百
・
答

　
九
十
、
流
昌
蕃
服
㎝
去
儒
皇
図
一
四
千
五
百
里
春
、

　
鞭
一
百
・
答
一
華
、

と
あ
る
も
の
で
、
着
服
の
流
・
要
服
の
流
・
荒
服

の
流
・
鎮
服
の
流
・
蕃
服
の
流
の
五
流
刑
が
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
各
流
勝
地
ま
で
の
距
離
は
、

い
ず
れ
も
皇
秘
事
ち
畿
内
を
起
点
と
し
て
測
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鱒
魏
・
北
周
に
於
い
て



報h
淵

も
畿
内
の
制
度
が
施
か
れ
て
い
た
証
拠
を
な
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
魏
・
乱
雲
は
周
礼
を
藏

訳
し
た
よ
う
な
制
度
を
施
い
た
国
家
で
あ
る
を
以

て
、
従
っ
て
そ
の
畿
内
制
度
も
当
然
に
周
礼
に
定

め
ら
れ
て
い
る
方
千
里
の
も
の
が
施
か
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
更
に
は
ま
た
、
五
流
刑
の
名
称
及

び
五
百
里
の
閥
隔
の
差
は
、
既
に
拙
稿
「
日
中
の

畿
内
制
度
」
に
掲
げ
て
あ
る
周
礼
の
夏
官
篇
大
司

馬
の
職
掌
、
同
職
方
氏
の
職
掌
、
秋
官
篇
大
行
人

の
職
掌
、
及
び
書
経
禺
群
落
の
五
嚴
の
制
な
ど
に

依
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
は
囲
ら
か
な
こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
報
礼
や
書
経
に
記
載
さ
れ
て
い
る

蟹
度
は
、
い
ず
れ
も
畿
内
方
千
里
を
本
と
し
て
五

百
里
の
聞
隔
を
旧
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
五
流
刑
の
名
称
及
び
五
酉
里
の
間
隔

の
差
か
ら
し
て
も
、
西
魏
・
縦
逸
の
畿
内
は
、
方

千
墨
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
昭
和
三
十
九
年
十
月
十
二
日
稿
了
。

史
林
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
の
各
号
は
、
若
干
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。
　
（
　
　
）
内
は
定
価
。
送
料
は

定
価
一
〇
〇
円
ま
で
二
〇
円
、
他
は
四
〇
円
で
す
。

　
な
お
、
お
申
込
は
必
ず
下
金
に
て
お
願
い
し
ま

す
。三

三
巻
一
号
・
二
号
・
五
号
（
各
一
〇
〇
）

三
四
巻
一
・
盛
暑
（
一
四
〇
）
　
・
四
号
（
一
〇
〇
）

一二

Z
巻
一
師
写
（
一
〇
〇
）

三
八
巻
二
号
・
三
号
・
西
号
（
各
一
〇
〇
）
六
号

　
（
二
〇
〇
）

一二

繩
ｪ
繋
宵
写
・
四
買
繋
。
五
欝
写
　
（
各
一
〇
〇
）
　
・
論
ハ

　
身
（
二
〇
〇
）

囮【

對
ｪ
五
獄
万
（
一
〇
〇
）
　
・
六
陶
写
（
二
〇
〇
）

四［

鼕
ｪ
一
二
口
写
・
四
日
写
（
各
｛
○
○
）
　
・
轟
ハ
ロ
写
（
二

　
〇
〇
）

四［

�
ｪ
四
鳴
写
・
五
僻
事
・
六
q
写
（
各
一
八
○
）

四
三
巻
一
～
六
号
（
各
一
八
○
）

四
四
巻
一
～
四
号
（
各
一
八
○
）
六
号
（
二
〇
〇
）

四
五
巻
一
～
六
陶
写
（
各
二
〇
〇
）

四
六
巻
一
～
六
自
写
（
各
二
〇
〇
）

ハ
　
隔
　
糞
　
記
　
第
五

一
　
男
誼
年
釜
茜
年
　
｝

　
　
　
　
A
5
判
約
七
〇
〇
頁
白
絵
二
葉
　
一

　
　
　
　
頒
儀
　
二
・
O
O
O
円
（
据
置
）
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
避
二
〇
円
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
待
望
の
讐
が
い
ト
・
い
よ
発
射
な
り
ま
し
…

醗
贈
翻
醐
解
離
欝

　
て
、
郵
送
希
墾
の
場
合
は
送
料
を
添
え
て
下

…
さ
い
。

哨
．
藩
学
鞭
究
黛

蕪
勝
景
璽
五
聖
欄
憲
二
四
〇
円

　
史

林
（
摺
難
七
巻
第
五
号
）

　
　
　
凍
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
塞
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
趣
獄
都
五
一
五
五
醤

　
　
　
　
理
事
長
　
田
　
　
村
　
　
実
　
　
造

　
　
　
京
郡
市
下
京
区
蒲
七
策
榔
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

141 （771）


